
R5.3 

奈良国立大学機構 

 

「意欲的な評価指標」として指定された指標 

 

 

Ⅰ 教育研究の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置  

３ 研究に関する目標を達成するための措置 

 

○中期計画 

【9-1】知の集積拠点としてのモデルとなるべく、ダイバーシティ研究環境の実現を推進する。従来の保育システムを病児・

病後児にも拡張するとともに、育児・介護等に携わる教員に支援員を配置する教育研究支援員制度や、学会発表や

論文発表の経費支援を行うスキルアップ支援制度を引き続き活用する。これらにより、ライフイベント及びワーク・

ライフ・バランスに配慮した研究環境の改善、女性研究者の積極採用、研究を中断した女性研究者の復帰支援、上位

職（准教授以上）の比率向上等に取り組む。 

 

○評価指標 

【9-1-4】奈良女子大学における女性教員比率の向上〔第４期中期目標期間終了時点で 41％〕、女性教員採用比率の維持

〔第４期中期目標期間終了時点で 50%〕 

 


